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青森県行財政改革大綱（素案）の修正内容 

 

箇

所 

第１-Ⅰ 目的 

（２ページ ２、１０及び２２行目） 

素     案 修 正 後（ 案 ）  

 

 

 

 

内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

容 

Ⅰ 目的 

～次期青森県基本計画の推進を着実に支

えるための行財政の新たな改革～ 

 

 

 （略） 

これらの取組により、平成16年度から平

成20年度までの5年間で、行財政運営シス 

テムの簡素・効率化を推進するとともに、

3,969億円の財源不足額に対応しつつ、 

   県の基本計画である「生活創造推進

プラン」に基づく施策の重点的推進や新幹

線建設負担金等の財源を確保するなど、着

実な成果をあげてきました。 

 （略） 

このように、これまで｢耕し、種を蒔き、

芽を出した」取組を、今後「大きく育て、

結実させる」ためには、その羅針盤として

の次期青森県基本計画に基づく諸施策を 

着実に推進するとともに、それを支えるた

めの安定した行財政基盤の確立が不可欠で

す。 

 

Ⅰ 目的 

～「青森県基本計画・未来への挑戦」の

推進を着実に支えるための行財政の新

たな改革～ 

 

 （略） 

これらの取組により、平成16年度から平

成20年度までの5年間で、行財政運営シス 

テムの簡素・効率化を推進するとともに、

3,969億円の財源不足額に対応しつつ、 

現行の県の基本計画である「生活創造推進

プラン」に基づく施策の重点的推進や新幹

線建設負担金等の財源を確保するなど、着

実な成果をあげてきました。 

 （略） 

このように、これまで｢耕し、種を蒔き、

芽を出した」取組を、今後「大きく育て、

結実させる」ためには、その羅針盤としての

新たな「青森県基本計画・未来への挑戦」

に基づく諸施策を着実に推進するとともに、

それを支えるための安定した行財政基盤の

確立が不可欠です。 

 

理 

由 

 「青森県基本計画・未来への挑戦」(案)の決定に伴い、同案との整合を図る。 

 

 

 

 

箇

所 

第１-Ⅱ-１ 取組期間 

（３ページ ３行目） ほか 

素     案 修 正 後（ 案 ）  

内 

容 
 次期青森県基本計画 「青森県基本計画・未来への挑戦」 

理 

由 

 「青森県基本計画・未来への挑戦」(案)の決定に伴い、同案との整合を図る。 

 

 

参 考 
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箇

所 

第２-Ⅰ-１-(1) 施策・事業の選択と集中 

（１０ページ ８行目） 

素     案 修 正 後（ 案 ）  

 

 

内 

 

 

容 

(1) 施策・事業の選択と集中 

次期青森県基本計画を着実に推進するた

め、現行の行政評価制度を見直し、毎年

度、政策点検を実施するとともに、知事を

トップとする作戦会議において次年度の

施策の重点化を図るための戦略キーワード

を決定し、これに基づき、県の重点施策・

事業を立案・実施していきます。 

 

(1) 施策・事業の選択と集中 

「青森県基本計画・未来への挑戦」を着

実に推進するため、現行の行政評価制度を

見直し、毎年度、政策点検を実施するとと

もに、知事をトップとする作戦会議におい

て次年度の施策の重点化を図るための戦略

キーワードを決定し、これに基づき、県の

重点事業等を立案・実施していきます。 

理 

由 

 「青森県基本計画・未来への挑戦」(案)の決定に伴い、同案との整合を図る。 

 

 

 

 

箇

所 

第２-Ⅱ-２-(1) 行政資源の効果的・効率的な活用 

（１９ページ ２０行目） 

素     案 修 正 後（ 案 ）  

 

 

内 

 

 

容 

(1) 行政資源の効果的・効率的な活用 

ア 行政資源の効果的な配分 

次期青森県基本計画を着実に推進する

ため、知事をトップとする作戦会議にお

いて決定される戦略キーワードに基づく

重点施策を踏まえ、行政資源の効果的な

配分を行います。 

 

(1) 行政資源の効果的・効率的な活用 

ア 行政資源の効果的な配分 

「青森県基本計画・未来への挑戦」を

着実に推進するため、知事をトップとす

る作戦会議において決定される戦略キー

ワードに基づく翌年度の取組の重点化の

基本方針を踏まえ、行政資源の効果的な

配分を行います。 

 

理 

由 

 「青森県基本計画・未来への挑戦」(案)の決定に伴い、同案との整合を図る。 

 

 

 


